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過酸化水素処理および灼熱処理と土壌のカリ固定の関係

三須英雄り』・柴尚博1佐野 豊（土壌肥料学研究室）

H1aeo　MISU，Naoh1ro　KOSHIBA　ana　Yutaka　SANO

The　Re1at1on　of　K＿f1xat1on　to　the　Treatment　of　the　S011

　　　w1th　Hydエogen　Perox1d－e，or　w1th　Combust1on

　　　　　　　　緒　　　　言

　土壌中の腐檀がカリ固定に影響を与えるということは
　　　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　　（2）
GoURLEY，J　H，WANDER，L　W，STURGIs，M　B．，
　　　　　　　　　　　　　（3）
MOO㎜，工見，WALKER，R．K．，STURGIS，M．B．等

の人々により，圃場試験により明らかにされている。即

ち土壌中におげる腐檀の存在はカリの固定を抑圧する効

果があることが証明されている。

　元来腐檀目体は土壌中のカリを固定しないということ
　　　　　　　　　　　　（4）
がJ0FFE，工S一，KOLODNY，L．等により明らかにされて

おり，腐檀はカリ固定を抑圧するということ，矛盾を感

ずるようであるが，腐檀は一般に置換容量が大ぎく，こ

れが土壌中に存在するとその置換容量の故に無機物中の

カリを容易に置換する。従って無機置換体中のカリの絶

対量が減少し，それにつれて土壊中のカ、リ固定量も減少
　　　　　　　　　（5）
すると考えられている。

　一方大分子の有機物が無機物の置換容量に影響を与え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
ることも明らかにされている。MYERS，H．且は土壌中

の無機コロイドと有機コロイドの混合物の置換容量は無

機コロイドと有機コロイドの置換容量を別々に定量した

ものの合計より小さいことを証明した。GIEsEKING，工

　　　　　　　　　　　　　　　　第1表　　土

　（7）

　E．はX線分析により，有機カチオンはベントナイトのC
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
　軸内に置換されることを観察した。HEND虹CKS，S．B．

　は水素イオソで置換したベソトナイトを用いて，これを

　ブノレシンのアノレコーノレ溶液で洗浄した後にカリの固定を

　みたところ，ブノレシソで処理しないものより小さかっ

　た。彼はこれを“Co∀er－up　effect”と称して，置換性

　水素イオソをブノレシンがCover・uPしてベソトナイトの

　置換容量，引いてはカリ固定量を減少させると考えた。

　　以上の如く土壌中の腐檀はその土壌のカリ固定に関係

　していることは間違いのない事実である。故に土壌実験

　で常用されるところの過酸化水素で腐植を分解した場合

　と50rCで灼熱して腐植を取除いた場合にカリ固定量が

　どのように変化するかを検討して今後の実験の基礎とし

　たいと考え，ごの実験を行なった。

　　　　　　　　　実　　　　　験
　　　　　　　　（11）
　　実験方法は別報「土壌中のカリ固定に関する実験法の

　検討」と同様の方法によって行った。ただ過酸化水素で

　腐檀を分解するには風乾土109をビー力一にとり6％過

　酸化水素50～60㏄を加え，湯浴上で加温し酸化を促し，

　更に過酸化水素を加えても激しい発泡が起らなくなるま　　　1

壊　　の　性　　質

＼＼性質 土　　　　　　性　（％）
＼

＼

土壌一＼　　　　、
pH yi 腐　槙

粗　　砂． 綱　　砂 微　　砂　　粘一　土
＼

（KC1） 〈％）

κ．／ ・12．34 45．68 20．86 21．12 4．59 1．48 2．88

κ．2 37．75 26．46 21．21 ／4．58 4．43 ／．82 3．46

κ3 9．48 16．57 26．52 47．43 3．98 13．60 5．39

κ4 ／7．06 28．53 25．56’ 28．85 4．02 10．2／ 3，05

κ5 7．33 17．34 33．25 42．08 4．50 3．16 3．23

κ6 23．09 36．30 21．98 ／8．63 4．35 ／．91 2．6／

κ7 8．29 32．86 ろ2．37 26．48 4．50 1．07 3．03

κ．8 43．47 22．64 16．71 1ア．／8 4．58 0．50 3．09

κ．9 40．19’ 22．75 19．％ ／7．10 4．78 0．31 4．37

κ10 1／．23 39．94 27．18 2／．65 4．／8 1．21 3．86

〔注〕土性惇目本農学会法により，腐檀は丁岨in氏法によった。
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第2表 有機物の分解，除去によるカリ固定量

土　壌

番　号

κ1

κ2

κ3

ノ伍4

κ5

ノκ6

κ．ア

κ．8

κ9

ノκ／0

風　　乾　　土’

置換性

カ　リ

399

3／0

493

324

456

378

380

328

565

395

蒸発乾固
後の置換
性カリ

365

258

450

280

404

’340

298

303

518

365

固・定
された
カ　リ

34

52

43

43

．52

38

82

25

47

30

固定割合

　（％）

8，5

／6．8

8，7

13，3

11，4
／0，／

2／．6

7．6

8．3

7．6

過酸化水素処理土壌

置換性

カ　リ

472

343

587

515

541

414

524

378

5ア2

500

蒸発乾固
後の置換
性カリ

435

274

533

418

463

360

434

350

520

466

固　定
された
カリ

ろア

69

54
9ア

ー78

54

90

28

52

34

固定割合

　（％）

7，8

20．／

9，2

／8，8

14，4

13，0

17．2

7．4

9．1

6．8

500て灼熱土壌’

置換性

カ　リ

164

／02

／95

119

188

95

140

／／5

／64

125

蒸発乾固
後の置換
性カリ

／54

81

／ア4

93

1ア／

83

116

100

153

117

固　定
された
カ　リ

10

21

21

26
1ア

／2

24

15

1
1

8

固定割合

　（％）

6，1

20，6

10，8

2／．8

9，0

／2，6

17．1

8．7

6．ア

6．4

　　〔注〕各数字は％の項を除ぎ，風乾土1009当りに計算した朋g数である。

で処理し，500oCで灼熱する場合には電気ろを使用し，　　　　　　　第3表

カリ固定処理としては乾燥一湿潤を湯浴上で5回くり返

す方法を用いた。

使用した土壌は松江市近傍の水田土壌1瞭で，その主

な性質は第／表の如くであり，実験緒果は第2表の如く

である。

　　　　　　　　考　　　　　察

　この実験結果より考えて，カリ固定量の絶対量は風乾

土と比較して，過酸化水素処理したものが一般に大で，

500oCで灼熱したものは極端に少ない。固定量の割合か

らみると三者共にあまり差がなく，土壌の種類により差

があると思われる。

　置換性カリは過酸化水素処理したものが最も多く，風

乾土これにつぎ，500℃灼熱土壌は極端に少ない。この
　　　　　　　　　　（8）
事実はHEND㎜CKS，S．B．等の説から考えると矛盾して

いるように思われる。即ち過酸化水素処理により有機物

を分解すれぱ，置換性カリが多くなる事実は，有機物そ

のものの置換容量が無機物のそれに比して非常に大で奉

ることから考えて，耳END虹CKs，3B．の“COver・up

effect”を考慮しても意外な結果と考えられる。また

“Cover－up　effect”の理論だげから考えれぱ500．C灼

熱処理土壌の固定カリが風乾土のそれより多くなければ

ならない筈である。そこでかかる土壌の処理法が置換容

量に大ぎく影響しているのではないかと考え，κ6，κ
　　　　　　　　　　　（9）
アの土壌につぎ，国際土壌学会法により過酸化水素処理

だげを省いて器械分析を行い，その結果は第3表に示し

た。

　こあ結果より風乾土を過酸化水素処理することによっ

てC1ayが増加し，灼熱処理をすることによりCoarse

器械分析結果　（％）
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sand，Fme　sandが増加し，C1ay，S11tが減少すること

がわかる。従って過酸化水素処理をすることにより有機

物は分解されるがC1ayに当る部分が多くなり，その緒

果置換容量が増大し置換性カリが増加するものと考えら・

れる。又灼熱処理をすることにより，置換性カリが激減・

するのは置換容量g大ぎいSilt，C1ayの部分が少くた

り，置換容量の小さいCoarse　sand，Fme　san沮が多く

なる為であると考えられる。従ってこのような実験法に

おいては“Cover・up　effect”より以上に土壌粒子の大

きさが置換容量に大ぎな影響を及ぼすものと判断され

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
　J－C．E－TEDRow，W．＆GILLAMは土壌を35『～

400oCでア～8時間灼熱しても無機物の置換容量は変化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
しないといっているが，腐植自体はカリを固定しないも

のであるから土壌灼熱後のカリ固定量と風乾土のそれは’

ほぽ等しいと考えられるが，この実験結果では灼熱後の

カリ固定量は以外に少なかった。これは恐らく土壌を灼

熱するとぎの温度が50rCであったため無機置換体に変
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Summary 

Hydrogen peroxide or combustion treatment 

is usually employed to decompose the humus 

of the soil. We examined the influence of 

these methods to K fixation of soils. 

When soils are destroyed with H202, not 

only the amo, u_nt of exchangeable potassium, 

but also the clay fraction of soils increases, 

as compared with untreated soils. 

As soils are combusted at 5CC*C, the amo-

unt of exchangeable potassiurn decreases, and 

the ftaction of coarse sand or fine sand inc-

reases, in spte .of decreasing of silt or clay 

f raction. 

The amount of fixed potassium increases in 

proportion to the clay fract'ion. 




